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本研究では，鋼管を現場で接続する方法

溶接に代わ

度の観点から接着剤の選定を目的として引張せん断

接着強さ試験

定して接着接合した

ならびに力学的挙動を把握する．
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曲げ試験では，引張試験によって選定した接着剤

を用いて，鋼管を接着した．接合方法は，鋼管を突

合せるように配置し，その接合部にさや管を被せ，

接合した．接着方法は，鋼管およびさや管高さを調

節し，両サイドから鋼管をスライドさせ，さや管に

はめ込む形で接着を行った．接着剤は鋼管の外側お

よびさや管内部に塗布している．
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接合した．接着方法は，鋼管およびさや管高さを調

節し，両サイドから鋼管をスライドさせ，さや管に

はめ込む形で接着を行った．接着剤は鋼管の外側お

よびさや管内部に塗布している．
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発を目的とし，引張試験にて接着剤を選定後，曲げ
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